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 続いて嗅覚受容体同定のため、PGF2α刺激をした嗅上皮に対して抗リン酸化 ERK 抗体を
神経活動のマーカーとして用いた免疫染色を行った。その結果、PGF2α 刺激により繊毛嗅
細胞が活性化されることがわかった。さらに、繊毛嗅細胞に発現し得る嗅覚受容体の cRNA
プローブと最初期遺伝子 c-fos プローブを用いた in situ hybridization により、PGF2αの嗅覚
受容体 OR114-1、OR114-2 を同定した。これらの嗅覚受容体は別々の繊毛嗅細胞に発現し
ていた。また、培養細胞にこれらの受容体を発現させて応答の特性を調べた結果、どちら
も PGF2αに高い特異性を示し、かつ OR114-1 の方が PGF2αへの感受性が高いことが明らか
となった。  
 嗅球では、ホールマウントでの免疫染色の結果、PGF2α刺激に対し腹内側(vmG)の 2 つの
糸球体のみが活性化されることが示された。さらにトランスジェニックゼブラフィッシュ
を用いたカルシウムイメージングの結果、応答が見られた 2 つの糸球体は感受性が異なっ




った。その結果、終脳や視床下部などの 4 つの神経核で活性細胞数の上昇がみられた。  
 最後に、著者は感受性の高い方の受容体である OR114-1 を TALEN により変異させたゼ







が示唆された。また OR114-1 KO のオスに PGF2α刺激をしたところ、野生型で活性細胞数
の上昇が観察された 4 つの神経核のうち ventral nucleus of ventral telencephalon (Vv)での活
性細胞数が野生型よりも少ないことがわかった。この結果から、Vv は求愛行動のモチベー
ションに関係の深い神経核である可能性が示唆された。  
本研究の結果、PGF2α嗅覚刺激は OR114-1 または OR114-2 を発現する繊毛嗅細胞により
検出されることが明らかとなった。その匂い情報は続いて嗅球の vmG、さらには Vv を含
む 4 つの高次嗅覚中枢へと伝わることがわかった。さらに OR114-1 発現嗅細胞は産卵行動
時におけるオスの求愛行動のモチベーション制御に関与していることが示唆された。以上
の成果は性フェロモンが誘起する性行動を司る嗅覚神経回路機構の一端を担うものであり、
匂いと行動とをつなぐ嗅覚神経回路の解明に繋がるものであると考えられる。  
 
 
